
≪De facto standard≫を参照したヒートシールの Validation の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊加熱体の合理的な
設計／製作 

＊センサのサイズ、 
設置個所の適正化 

   論理に 
見合った装置 
    の設置 

 
＊ヒートジョー方式 

＊新バンドシーラ 

対象課題 

In-line 
計測と制御 
による保障 
Yoru 

Validation（保障） 
事 項 

設定品質が
達成された 
商品 

合理性の確認 

公的 
Standard 
の適用 

De facto 
Standard 
の適用 

0.1％以下 
の再現性 
バラツキ 

 

Guarantee (保証)
の達成 

適正性の評価 

 

  

 

JIS, ASTM, ISO, 

公的認証 
認証された論文、 
特許、業界認証 

合理性の構築 合理的な技術の実施 

 
＊“一条シール”

の実施 

＊「密封」と「易開封」保障 
＊溶着面温度応答の適用 
＊界面接着帯の採用 
＊基材の軟化温度に合 
わせたｼｰﾗﾝﾄの選択 

＊加熱体表面温度の均一化 
＊一条突起と弾性体受圧の採用 
＊密封と易開封のﾒｶﾆｽﾞﾑの相違の理解 
＊FHSS 加熱   ＊CUT 加熱 
＊4 次元圧着 
＊「加熱速さ」によるﾋｰﾄｼｰﾙ強さの変移 
＊「加熱」と「圧着」の分離でもﾋｰﾄｼｰﾙは 
完成する 

 

合理的な論理構築の技術への展開
Map 

ﾋｰﾄｼｰﾙ技法 

への展開(例) 

｢密封｣と「易開封」 

の達成商品 

In-line 
＊加熱体表面温度 
モニタ 

＊溶着面温度応答
のシミュレーショ
ン 

≪Validation → Guarantee≫  

De facto 
 Standard 
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